
令和７年度 第２回静岡県社会福祉審議会（民生委員審査専門分科会）会議録

日 時
令和７年９月 16 日（火）
午後１時 25 分から午後３時 40 分まで

場 所 静岡県総合福祉会館１階 101 会議室（静岡市葵区駿府町）

出 席 者
職・氏名

○委員（五十音順・敬称略）
岩倉睦弘、岩瀬輝美、遠藤隆子 鈴鹿和子 鈴木啓嗣 髙橋邦典

○事務局
米山福祉長寿局長、八木こども若者局長、増田地域福祉課長、
河守こども家庭課課長代理、中村地域福祉課参事兼課長代理 他

議 事

１報告事項
（１）令和７年 12 月 1 日一斉改選の地区担当委員の推薦概要
（２）令和７年 12 月 1 日一斉改選の主任児童委員の推薦概要
２協議事項
（３）民生委員・児童委員（地区担当委員）候補者の審査について
（４）民生委員・児童委員（主任児童委員）候補者の審査について
（５）今分科会以降の推薦者の書面審査方法等について

配付資料

＜報告事項＞
資料１ 令和７年 12 月 1 日一斉改選の地区担当委員の推薦概要
資料２ 令和７年 12 月 1 日一斉改選の地区担当委員の推薦概要

＜報告事項＞
資料３ 民生委員・児童委員（地区担当委員）候補者の審査資料
資料４ 民生委員・児童委員（主任児童委員）候補者の審査資料
資料５ 今分科会以降の推薦者の書面審査方法等について

＜参考資料＞
・前回改選の状況（市町別の推薦状況）令和４年 12 月１日現在
・市町別の推薦状況（R7 年 12 月 1 日見込み）令和７年９月 12 日現在

審 議 内 容

米山福祉長

寿局長
（挨拶）

事務局

・開会予定時間よりも少し早いが、委員の皆様全員おそろいになりましたのではじめさ

せていただく

・本日は６名の委員のうち６名の委員に出席いただいている

・静岡県社会福祉審議会条例第４条第３項に基づき、過半数の出席により成立している

事を報告する

・以降の議事進行は「静岡県社会福祉審議会運営要綱第６条」の規定に基づき岩倉分科

会長にお願いする

岩倉分科会

長

・次第に沿って事務局から説明をお願いする

・報告事項である、1、「令和 7年 12 月 1 日、一斉改選の地区担当委員の推薦概要」と２、

「令和 7年 12月 1日、一斉改選の主任児童委員の推薦概要」を続けて説明後に委員から

御意見をいただく。



増田地域福

祉課長

・協議資料１（令和 7年 12 月 1 日、一斉改選の地区担当委員の推薦概要）に基づき概要

を説明

地区担当委員の選任基準（年齢要件及び資格・適格要件）

民生委員・児童委員の選任手続き

地区担当委員候補者の推薦状況（令和７年９月４日現在）

報告事項：新任の場合の年齢基準超過者、被雇用者の内訳

河守こども

家庭課課長

代理

・協議資料２（令和 7年 12 月 1 日、一斉改選の主任児童委員の推薦概要）に基づき概要

を説明

主任児童委員制度について（根拠、目的、職務内容）

主任児童委員の選任基準、推薦及び指名

主任児童委員の配置基準、定数、活動状況

主任児童委員候補者の推薦状況（令和７年９月４日現在）

報告事項：新任の場合の年齢基準超過者、被雇用者の内訳

岩倉分科会

長

・令和６年度に県民生委員児童委員協議会から要望書を提出し、年齢要件の改正を行っ

た経緯を説明

・９月 12 日現在の充足率は 88％程度だが今後追加の推薦があるため、充足率が改善す

る見込みがある旨説明

髙橋委員 （質問）菊川市の主任児童委員の推薦者が１名しかいない

河守こども

家庭課課長

代理

（回答）菊川市に確認したところ、残り５名のうち４名は確保できており、市推薦会を

経て県に推薦可能で、残り１名についても現在探していただいている

鈴鹿委員 （質問）下田市は前回の改選でも充足率が低かったが地域性なのか

増田地域福

祉課長

（回答）下田市では自治会だけではなく行政側から定年退職する公務員等にも個別に声

をかけているが、なり手の確保に苦慮している

県から他の市町の好事例等を紹介する等、情報提供を行っている

遠藤委員 （質問）民生委員・児童委員の定数はどのように決定するのか

増田地域福

祉課長

（回答）地区担当委員の国の参酌基準について説明

人口 10 万人以上の市 170 世帯～360 世帯ごとに 1人

人口 10 万人未満の市 120 世帯～280 世帯ごとに 1人

町村（郡部） 70 世帯～200 世帯ごとに１人

遠藤委員 （追加質問）磐田市は人口が多いのに主任児童委員の定数はなぜ 22名しかいないのか

河守こども

家庭課課長

代理

（回答）主任児童委員の配置基準は法定地区民児協の規模に応じて２名～３名と定めら

れており、磐田市は 10個の法定地区しかないためこの基準により 22名となる

岩瀬委員
（質問）長泉町と清水町も９月４日時点では充足率が低かったが９月 12日現在では長泉

町は追加の推薦が増えているため、これから充足率は増えていくのか



増田地域福

祉課長

（回答）９月 11日に全市町を対象に、欠員のある市町においては引き続き推薦者を探し

てほしい旨の通知を送付の上、浜松市天竜区の好事例について情報提供を行っ

ている

鈴木委員 （質問）地域の実情に応じた担い手確保について県が行っている支援はあるのか

増田地域福

祉課長

（回答）地区民生委員児童委員協議会との意見交換会や民生委員・児童委員協力員制度

について説明

岩倉分科会

長

・民生委員・児童委員に限らず、県全体で自治会役員等の地域の役職につく担い手が不

足しており、県として町づくりに若い人達が参加できるよう支援してもらいたい旨、知

事にも要望したことを報告。

岩倉分科会

長

・本日の協議事項である「健康状態に特記事項のある候補者」について、まずは地区担

当委員から事務局に説明をお願いする

地域福祉課

望月主査

・資料３民生委員・児童委員（地区担当委員）候補者の審査資料」に基づき、健

康状態に特記事項のある候補者（健康状態が良好ではない候補者）44 名の概要を説明

・特に説明を要する２名について、市町推薦会においての検討状況を詳しく説明

・44名全員について市町推薦会の意見を尊重し推薦する

委員 （該当者の推薦について異議無し）

岩倉分科会

長
・続いて、活動低調者について説明をお願いする

地域福祉課

望月主査

・資料３民生委員・児童委員（地区担当委員）候補者の審査資料」に基づき、

活動低調者 32 名の概要を説明

・再任推薦の場合の活動状況で、定例会議への出席率が低調者候補者 18名、活動記録の

提出状況が低調者候補者 17名、その内、両方が低調な候補者３名について特に説明を要

する者を抽出して説明

・32名について市町推薦会の意見を尊重し推薦する

岩倉分科会

長

・下田市は活動記録の提出状況が低調であるが、他の市町のように毎月の定例会におい

て、前月の活動記録を提出するという運営ができていない可能性がある

・県から事務局に、活動記録の提出方法を改めるよう指導してもらいたい

委員 （該当者の推薦について異議無し）

岩倉分科会

長
・続いて、主任児童委員の審査事項について事務局から説明をお願いする

こども家庭

課

後藤主事

・資料４民生委員・児童委員（主任児童委員）候補者の審査資料」に基づき、

健康状態に特記事項がある候補者２名、活動低調者６名について個別に審査状況

を説明

・８名について市町推薦会の意見を尊重し推薦する

委員 （該当者の推薦について異議無し）



終了時刻 15:40

岩倉分科会

長
・最後に、今分科会以降の書面審査方法について事務局から説明をお願いする。

地域福祉課

望月主査

・資料５「今分科会以降の推薦者の書面審査方法等について」に基づき概要を

説明

・書面審査を依頼する時期として 10 月中旬頃を見込んでいるが、書面審査のあ

るなしに関わらず、委員の皆様には一斉改選の結果をお知らせする

岩倉分科会

長

・生活習慣病等の委員活動に支障がないと判断できる者であれば書面審査は省略し、特

に審議が必要な方のみ審議するでよいのではないか。

その他委員 （異議無し）

岩倉分科会

長

・御意見ありがとうございました

・全体を通して何か意見はあるか

鈴木委員

・民生委員・児童委員として活動いただけることは大変ありがたい

・就任後に活動が低調となってしまうことのないようサポートが必要

・地域の在り方が変わってくる中、大切な役割だと思う

岩倉分科会

長

・県及び市町（行政）と地区民児協の間でしっかり情報交換し、連携して取組む必要が

ある

岩倉分科会

長

・委員の皆様には御意見ありがとうございました。

・自分も 11 月末で民生委員・児童委員を退任する予定である

・次の県民生委員児童委員協議会会長が委員に就任する間の期間は鈴鹿委員に分科会長

代理をお願いしたい

鈴鹿委員 ・承知した

事務局
・長時間ありがとうございました

・資料３、資料４については個人情報の記載のある個票のため閉会後に回収する

八木こども

若者局長
(挨拶）


